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子
高
齢
化
や
核
家
族
化

の
進
行
に
加
え
、
生
活

様
式
の
変
化
、
急
激
な
高
度
情

報
化
な
ど
に
よ
り
私
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
は
急
激
に
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
の
変
化
が
、
青
少
年

の
生
活
や
意
識
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
は
子
ど
も
を

ね
ら
っ
た
犯
罪
が
多
発
。
津
山

市
で
も
不
審
者
な
ど
の
出
没
情

報
が
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
の
安
全
が
心
配
さ
れ
る

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

〝
こ
ど
も
は
地
域
で
育
つ　

大
人
は
地
域
で
手
を
つ
な
ぐ
〞

こ
れ
を
合
言
葉
に
、
津
山
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
津
山

の
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
て
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

津
山
っ
子
は
津
山
の
宝
。
津
山
の
明
日
を
担
い
、
未
来
を
輝
か
せ
て

く
れ
る
存
在
で
す
。
家
庭
や
学
校
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
の
み

な
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
も

に
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
3
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‐
２
１
２
０

域
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
に

声
を
か
け
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
。

こ
れ
ら
は
、
昔
は
当
た
り
前
に

あ
っ
た
地
域
の
力
で
す
。

こ
の
地
域
の
力
を
強
め
る
た

め
に
、
市
内
各
地
域
に
現
在
２

２
０
人
の
「
津
山
市
青
少
年
育

成
指
導
委
員
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
お
願
い
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
住
む
環
境
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
活
動

し
て
い
ま
す
。

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
外
遊

び
の
機
会
が
奪
わ
れ
、
地
域
と

の
関
係
も
希
薄
化
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
の
中
で
、
ま
た
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
、
自
主
性
や
社

会
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
阻

害
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
山
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ

ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
願
っ
て
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に

は
、
４
人
の
指
導
員
が

お
り
、
学
校
や
各
機
関
と
の
連

携
の
ほ
か
、
街
頭
指
導
や
列
車

指
導
、
相
談
活
動
な
ど
、
直
接

子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
る
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ン
タ
ー
で
は
、
青
少

年
に
つ
い
て
の
悩
み

ご
と
相
談
電
話
を
受
け
て
い

ま
す
。

家
族
の
こ
と
や
友
だ
ち
の

こ
と
、
非
行
、
い
じ
め
、
恋

愛
、
心
や
体
の
こ
と
、
子
育

て
な
ど
、
青
少
年
の
こ
と
な

ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
な
い
で
、
ち
ょ
っ

と
電
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
員
が
話
を
聞
き
、
必
要

が
あ
れ
ば
専
門
の
機
関
を
紹

介
し
ま
す
。

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す

津山市青少年育成センター
のおもな活動

◆街頭指導活動
青少年への愛情をモットーに声かけをするととも
に、学校や地域と連携して、市内全域で関係機関や
団体と街頭点検、深夜指導、合同補導を実施。不良
行為少年の早期発見と早期指導にあたっています。
◆列車指導活動
列車通学生徒の車内でのマナーを向上させるため
列車内や駅周辺での指導を行っています。
◆相談活動
青少年や保護者、関係者を対象に電話や面談によ
る相談を受け付け、悩み解決にあたっています。
◆啓発活動
講演会や研修会、中高生と大人との「こころのふ
れあいトーク」の開催、啓発ビデオの貸し出しを行
っています。
◆環境浄化活動
環境地図の作成、かけこみ110番、地域青少年健
全育成活動への支援をしています。
◆関係機関や学校との連携
学校や少年サポートセンター、警察署、児童相
談所、必要に応じて他機関との連携を取っていま
す。

健全育成のための環境づくりを
津山市青少年育成指導委員は、日ごろの子どもた
ちへの声かけのほかにも、街頭点検や街頭指導を行
っています。先日もサマーナイトパトロールで夜11
時くらいからコンビニに出かけました。街頭指導で
実際に子どもたちへ注意することは少ないのですが、
注意する件数よりも、子ど
もたちのために地域の人た
ちがこのように動いている
ということが大切だと思っ
ています。地域の子どもた
ちには、正しいこと、悪い
ことをわきまえたうえで、
のびのび元気に育ってほし
いです。そのための環境づ
くりに、この活動が役立て
ればと思います。

地域の力を子どもたちのために
子どもたちの健全な育成には、学校・家庭は
もちろんですが、地域の力が大切です。地域に
顔見知りの大人が増えるのは子どもたちにとっ
てもいいことです。私は３年前から小学校の登
校指導に立っていますが、今では子どもの方か
ら声をかけてくれるようになっています。子ど

もたちには、あいさつ
をはじめ一般常識のわ
かる思いやりのある子
に育ってほしいです。
そのためにも大人が地
域の子どもたちへもっ
と目を向けて、声をか
けるように心がけてい
ただきたいです。

▲約100人が参加した
　サマーナイトパトロール

☆街頭で…未成年者の飲酒・
喫煙、怠学、深夜徘徊、自
転車の２人乗りなどの指導☆列車で…通路へのしゃがみ
込み、大声でのおしゃべり、
車内動き回りなどの指導

子どもたちに心を向けて
子どもたちが健全に育ち、
非行に走ることのないように
するには「悪いことは悪い」と注意を促
すことが必要です。そのためにも、日ご
ろから声をかけられる関係づくりが大切。
まずはあいさつから。良いことをしてい
るときに声をかけていれば、悪いことを
しているときにも声がかけられます。ぜ
ひ、日ごろからの声かけをお願いします。
保護者のみなさんへ
子どもの一番近くにいるのは親です。
小さな変化を見逃さないように、１日何
分かでも、心を込めて子どもに向き合う
時間、子どものことを考える時間を持っ
てください。

小６になる娘とすぐ
にけんかになってし
まう（母） 

友だちがいじめ
にあっている 
（小６女） 以前仲良くしていた

友だちが遊んでくれ
なくなった（小５女） 

 １ 週間くらい前から小 １ の娘が学校
に行きたくないと言い出した（母） 

たばこをやめたいが
やめられない 
（高校生男） 

下級生に付き合ってほしいと
言われ断ったら、無言電話や
待ち伏せをされるようになっ
た（中３男） 

以前から息子
の暴力が絶え
ない（母） ちょっと電話してみませんか

あなたの悩みをいっしょに考えましょう
何か答えが見つかるかも…

※相談内容の年齢などは実際のものとは異なっている場合があります 

青少年育成センター 
市役所東庁舎３階☎31-8650 

さあいざ、　　は ろ ー ご ー 

相談時間：月～金曜日午前９時～午
後５時（相談無料・秘密厳守） 
※来所相談（予約要）もどうぞ 

指
導
員
の
働
き 

一
人
で
悩
ま
な
い
で

相
談
を

少

セ

地
域
の
育
成
指
導
委
員

と
と
も
に

地

青
指導員より指導員より指導員より

津山市青少年育成指導委員連絡会会長
福田鶴夫さん（河辺）

津山市青少年育成指導委員 
有木強之さん（東田辺） 

み ん な で 育 も う 

～津山市青少年育成センター～ 

はい かい 
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